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バクテリオファージMuは収縮性尾部を持つMyoviridaeに属していて幅広い腸内細菌を宿主として感

染する溶原性のファージである。正二十面体の頭部に格納されたゲノム DNA は約 36,7kbp からなり、

約 55種類のサブユニットをコードしている。Muファージは幅広い宿主細菌に感染するために、効率的

な吸着を可能にする基盤と異なる宿主菌を認識できる２種類の尾繊維をもっている。我々はこの基盤と

尾繊維の分子集合や感染における役割を構造的に理解するために、これまでに基盤のハブを構成する

gp44、宿主細胞壁をつきやぶる gp45 の立体構造を蛋白質研究所・超分子構造解析学研究室の協力で明

らかにした。また、２本の尾繊維のうちの１つである gp49とそのシャペロンである gp50の複合体の結

晶解析を行った。 

 これまでの検討ではMuファージの基盤サブユニット gp46と gp48と同様には組換え体発現で不溶性

になってしまい、精製することができていなかったので、可溶性で発現精製することができていた gp47

との複合体として共発現することを試みた。サブユニット gp46-gp47-gp48 をコードする遺伝子を PCR

法によって増幅し、制限酵素を用いてプラスミドベクターへ挿入した。精製した gp46-gp47-gp48 はゲ

ル濾過においても同一の画分に観察され、gp46-gp47-gp48は複合体を形成していると考えられた。3L 培

養液から約 40mgの gp46-gp47-gp48複合体を精製することができた。また、Muファージの尾繊維 gp52

とそのシャペロンgp51を共発現することを試みた。サブユニットgp51-gp52をコードする遺伝子をPCR

法によって増幅し、制限酵素を用いてプラスミドベクターへ挿入した。精製した gp51-gp52 はゲル濾過

においても同一の画分に観察されたことから、gp51-gp51は複合体を形成していると考えられた。3L 培

養液から約 10mg の gp51-gp52 複合体を精製することができた。精製した p46-gp47-gp48 複合体、

gp51-gp52複合体について 48穴結晶化プレートとハンプトン社のCrystal ScreenⅠ、Crystal Screen Ⅱ

の結晶化溶液を用いて結晶化条件を検討したところ、３種類の条件で結晶を得ることができた。今後、X

線結晶解析により、これらの構造解析を行う予定である。 

 


